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ホストとクラスタの管理

デフォルトのホストタイプの変更

ストレージアレイレベルでデフォルトのホストタイプを変更するには、[デフォルトのホ
ストオペレーティングシステムの変更]設定を使用します。通常、デフォルトのホストタ
イプは、ホストをストレージアレイに接続する前、または追加のホストを接続するとき
に変更します。

タスクの内容

次のガイドラインに注意してください。

• ストレージアレイに接続するすべてのホストのオペレーティングシステムが同じ場合（同種のホスト環境
）は、オペレーティングシステムに合わせてホストタイプを変更します。

• ストレージアレイに接続するホストに異なるオペレーティングシステムのホストが混在している場合は（
異機種ホスト環境）、ホストのオペレーティングシステムの大部分に一致するホストタイプに変更しま
す。

たとえば、8つの異なるホストをストレージアレイに接続し、そのうち6つでWindowsオペレーティングシ
ステムを実行している場合は、Windowsをデフォルトのホストオペレーティングシステムタイプとして選
択する必要があります。

• 接続されているホストの大部分でオペレーティングシステムが異なる場合は、ホストタイプを[工場出荷時
のデフォルト]に変更します。

たとえば、8つの異なるホストをストレージアレイに接続し、そのうち2つでWindowsオペレーティングシ
ステムを実行している場合、3つでVMwareオペレーティングシステムを実行しています。 さらに、別の3

つのOSでLinuxオペレーティングシステムを実行している場合は、デフォルトのホストオペレーティング
システムタイプとしてFactory Defaultを選択する必要があります。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして「その他の設定」を選択し、「デフォルトのホストOSタイプの変更」をクリックし
ます。

3. デフォルトとして使用するホストオペレーティングシステムタイプを選択します。

4. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

ボリュームの割り当て解除

ホストまたはホストクラスタからボリュームへのI/Oアクセスが不要になった場合は、ホ
ストまたはホストクラスタからボリュームの割り当てを解除します。

タスクの内容

ボリュームの割り当てを解除する際は、次のガイドラインに注意してください。
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• 最後に割り当てられたボリュームをホストクラスタから削除する際に、特定のボリュームが割り当てられ
ているホストがホストクラスタにある場合は、最後に割り当てられたボリュームを削除する前にそれらの
割り当てを削除または移動してください。

• ホストクラスタ、ホスト、またはホストポートがオペレーティングシステムに登録されたボリュームに割
り当てられている場合は、それらのノードを削除する前に登録をクリアする必要があります。

手順

1. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

2. 編集するホストまたはホストクラスタを選択し、*ボリュームの割り当て解除*をクリックします。

現在割り当てられているすべてのボリュームを示すダイアログボックスが表示されます。

3. 割り当てを解除する各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択するか、テーブルヘッダーのチェッ
クボックスを選択してすべてのボリュームを選択します。

4. Unassign *をクリックします。

結果

• 割り当てを解除したボリュームは新しい割り当てに使用できます。

• 変更がホストで設定されるまでは、ボリュームはホストオペレーティングシステムで認識されたままで
す。

ホストまたはホストクラスタの削除

ホストまたはホストクラスタを削除できます。

タスクの内容

ホストまたはホストクラスタを削除する際は、次のガイドラインに注意してください。

• ボリュームの割り当てはすべて削除され、関連付けられたボリュームを新しい割り当てに使用できるよう
になります。

• ホストが属しているホストクラスタに固有の割り当てがある場合、ホストクラスタは影響を受けません。
ただし、ホストが属しているホストクラスタに他の割り当てがない場合は、ホストクラスタと他の関連付
けられたホストまたはホストポート識別子にデフォルトの割り当てが継承されます。

• ホストに関連付けられていたホストポート識別子は未定義になります。

手順

1. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

2. 削除するホストまたはホストクラスタを選択し、* Delete *をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。

3. 処理を実行することを確認し、* Delete *をクリックします。

結果

ホストを削除すると、システムは次の処理を実行します。
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• ホストを削除し、該当する場合はホストクラスタから削除します。

• 割り当てられているボリュームへのアクセスを削除します。

• 関連付けられているボリュームの割り当てを解除します。

• ホストに関連付けられているホストポート識別子の関連付けを解除します。

ホストクラスタを削除すると、システムによって次の処理が実行されます。

• ホストクラスタとそれに関連付けられているホスト（存在する場合）を削除します。

• 割り当てられているボリュームへのアクセスを削除します。

• 関連付けられているボリュームの割り当てを解除します。

• ホストに関連付けられているホストポート識別子の関連付けを解除します。

ホスト接続レポートの設定

ホスト接続レポートを有効にすると、コントローラと設定されているホストの間の接続
がストレージアレイで継続的に監視され、接続が中断された場合にアラートが表示され
るようになります。この機能はデフォルトで有効になっています。

タスクの内容

ホスト接続レポートを無効にすると、接続またはストレージアレイに接続されているホストに関するマルチパ
スドライバの問題は監視されなくなります。

ホスト接続レポートを無効にすると、コントローラのリソース利用率を監視および調整する自
動ロードバランシングも無効になります。

手順

1. メニューを選択します。[設定][システム]。

2. 下にスクロールして「* Additional Settings 」(その他の設定)を表示し、「* Enable / Disable Host

Connectivity Reporting *」(ホスト接続レポートの有効化/無効化

このオプションの下のテキストは、現在有効になっているか無効になっているかを示します。

確認のダイアログボックスが開きます。

3. 続行するには、 [ はい ] をクリックします。

このオプションを選択すると、機能の有効と無効を切り替えることができます。
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